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自治会運営に関するアンケート調査結果  について報告します自治会運営に関するアンケート調査結果  について報告します
総務常任委員会総務常任委員会

【高齢化と負担感について】
◎�自治会活動は大切だと考えているが、現実には
住民の高齢化が進み、役員の引き受け手が減っ
ている。できるだけ役員の負担を軽減して継続
できることを目指している。
◎�高齢化、介護などによる役員辞退者の増加によ
る不満などが大きな問題で、自治会消滅の危機
すら感じる。
◎�今年度は、役員全員がスマートフォンを持って
いて、LINEやメールで連絡が即座に取れて急な
事態にも対応できた。

【今後の取組に向けて】
◎�今後自治会ありきの行政は限界が来ると思われ
る。20代～ 30代の若い人の自治会活動への関
心が非常に低く感じる。
◎�災害時に大切な共助の精神を養うよう、自治会
事業をしていけばよいと思う。また、子どもた
ちを含めた取組も必要ではないか。
◎�今後、若い担い手による気概を持った人材によ
る運営、継続的視点に立った組織的・体系的運
営が必要ではないか。報酬を含めたリーダー及
びメンバーの育成が必要＝やり甲斐のある仕事
にしたい！

【自治会加入・必要性について】
◎�自治会という運営が今の時代に合わなくなって
きている。過去からの、今までやってきたから
やめられないことが多すぎる。本当に必要なこ
となのか見極めることが大切である。

◎�退会希望者を説得する資料（自治会のメリット
とは？）があれば欲しい。

◎�災害などを含めて地域の力が必要なことは増え
ていると感じる。

【行政に対する要望等について】
◎�行政側も、自治会加入への呼びかけをもっと積
極的にやってほしい。

◎�若い人が集落から出ていってしまい、高齢者ば
かりになってしまっている。若い人が定着する
よう、行政に工夫してもらいたい。

◎�防災設備に関しても、ゴミ処理問題に関しても、
もっと行政の後ろ盾が必要と感じる。

Q7
デジタル化（ＬＩＮＥ，ＳＮＳ等）の取組に
ついて。取組内容【複数回答可】

▶ 役員間連絡
▶ 自治会員への案内
▶ 災害時の情報伝達

【総務常任委員会　編集後記】
　これまでの常任委員会の調査研究は、先進事例の視察研修が
主となっていましたが、この「地域コミュニティの現状と課題」
の研究については、市まちづくり協働課へも参加をお願いし、
会議でグループワーク等を実施するなど、今までにない取組を
してきました。今回のアンケート調査では自治会長の皆様には
お忙しい中ご協力をいただき、改めてお礼申し上げます。今後、
この調査結果をもとに、取組を進めることで考察を深め、自治
会活動の課題が少しでも解決できるようにしたいと思います。

総務常任委員会委員長　岡田　彦士

自由記述回答から（抜粋）自由記述回答から（抜粋）

総務常任委員会の今後の取り組みについて
〇高齢化等に対応し、自治会加入を推進し成果を上げている先進地の取組から学びます。
〇高校生世代等、若年層が自治会運営に関わっている市町の事例から学びます。
〇２年間の調査研究をまとめ、これから求められる自治会運営について考察します。
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自治会運営に関するアンケート調査結果  について報告します自治会運営に関するアンケート調査結果  について報告します
総務常任委員会総務常任委員会

　昨今、地域コミュニティ、特に自治会では、高齢者の見守りや防災組織の強化など地域の力
が試されている一方で、自治会への加入率の低下や役員の担い手不足も深刻な問題となってい
ます。
　そこで、総務常任委員会では、これらの問題について、令和５年度と令和６年度の２年間で
テーマを「地域コミュニティの現状と課題」として調査研究を行っています。
　その中で、自治会運営の負担が役員のみに一極集中していることが一つの要因ではないかと
考え、自治会運営に係る課題（仕事の負担等）を明らかにするため、令和６年２月から３月に
かけて各学区の自治会長会議に伺うなどし、各自治会長を対象にアンケート調査を実施しまし
た。今回はその集計結果について報告します。

自治会数170件中（R6.2.1現在）　　回収数150件　　回収率 88.2％

Q1

Q3

Q5 Q6

Q2

Q4

年齢について

自治会の戸数について

大変だったこと【複数回答可】 自治会活動において、どのような人材
がいたら、もっと活発な活動・スムー
ズな運営ができると思いますか。

【複数回答可】

自治会長の経験年齢（通算）について

お仕事（お勤め）について

●60歳代・70歳代の方が８割以上を占めている

●100戸以上の自治会数は10年前と比べて減少している

▶ 行事の準備・実施
▶ 仕事や日程の調整
▶ 事務的な仕事の多さ・住民の参加率の低下
▶ 来年度の役員選出
▶ 役員との連携・人間関係づくり

▶ 機動力のある若い人
▶ 情報発信の得意な人・パソコンに堪能な人
▶ 女性の役員・自治会長の経験者

●自治会長が１年で交代しているところが７割ある

●６割の方が仕事を持ちながら自治会長を務められている

60歳代60歳代
47％47％

51戸〜51戸〜 100戸100戸
24％24％

31戸〜31戸〜 50戸50戸
16％16％

30戸以下30戸以下
8％8％

101戸〜101戸〜 100戸100戸
24％24％

200200戸以上戸以上
28％28％

1年1年
69％69％

フルタイムフルタイム
31％31％

自営業自営業
15％15％

パート・アルバイトパート・アルバイト
14％14％

2年2年
15％15％

無職無職
31％31％

3 〜 4年3 〜 4年
10％10％

5 〜 9年5 〜 9年
3％3％

その他その他
9％9％

10年以上10年以上
3％3％

70歳代70歳代
34％34％

50歳代50歳代
11％11％

40歳代40歳代
6％6％

39歳以下39歳以下
2％2％

アンケート調査にご協力いただきました自治会長のみなさまありがとうございました。
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令
和
6
年
第
1
回
（
4
月
）
市
議
会
臨
時
会
を
4
月

26
日
に
開
き
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
当
局
か
ら
専
決
処
分
の
承
認
議
案
2
件
の

ほ
か
、
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給
付
事
業

な
ど
を
計
上
し
た
予
算
議
案
1
件
、
人
事
議
案
1
件

の
、
計
4
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質

疑
を
行
っ
た
後
、
専
決
処
分
の
1
件
を
含
む
予
算
議
案

2
件
は
予
算
常
任
委
員
会
に
、
専
決
処
分
の
う
ち
条
例

議
案
1
件
は
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
再
開
後
、
各

委
員
長
か
ら
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
市

長
提
出
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
選
挙
お
よ
び
副
議
長
選
挙

を
行
い
、
投
票
の
結
果
、
第
15
代
議
長
に
辻󠄀
正
隆
議
員

が
、
副
議
長
に
大
川
恒
彦
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
近
江
行
政
組
合
議
会
議
員
の
選
任
同
意
や
、

議
会
運
営
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
の
委
員
の
一
部
変

更
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
新
た
な
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
長
か
ら
人
事
議
案
1
件
「
近
江
八
幡
市

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
が
追
加
上
程
さ
れ
、
監
査
委
員
に
南
祐
輔
議
員

を
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

　

＊�

各
委
員
会
等
の
委
員
は
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

44
月
臨
時
会
の
概
要

月
臨
時
会
の
概
要

　

去
る
4
月
26
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
1
回
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
市
議
会
議
長
に
就
任

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

辻󠄀
正
隆 

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
あ
ら
た

め
て
、
そ
の
重
責
を
感
じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
近
江
八

幡
市
議
会
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
に
入
り
、
特
に
新
年
度
を
迎
え
、
祭
り

な
ど
の
地
域
の
行
事
の
再
開
や
観
光
客
の
方
々
の
増
加

な
ど
、
目
に
す
る
中
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、

正
常
化
さ
れ
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
5
月
か
ら
市
庁
舎
の
建
設
工
事
も
始

ま
り
、
ま
た
、
こ
の
新
た
な
一
歩
か
ら
広
が
る
ま
ち
の

形
成
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
、
社
会
経
済
活
動
は

大
変
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
、市
民
の
皆
様
は
、日
々

の
暮
ら
し
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
さ
れ
て

い
る
と
存
じ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
加
え
て
、
頻
発
す
る
大
規
模
地
震
や
気
候
変
動

に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
へ
の
備
え
や
超
高
齢
社

会
に
伴
う
医
療
・
福
祉
の
在
り
方
、
少
子
化
対
策
な
ど
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
が

　

こ
の
度
、
市
議
会
副
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
大
川
恒
彦
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
議
長
の
補
佐
役

と
し
て
、
副
議
長
の
職
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
市

政
の
推
進
と
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ま
し
て
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
と
し
て
、
監
視
機
能
や
政
策
立
案
機
能
な
ど
の

向
上
に
努
め
、
市
民
に
身
近
で
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の

温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶�

辻󠄀  

正
隆

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶�

大
川 

恒
彦

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
民
の
代
表
と
し
て
の
意

思
決
定
機
関
で
あ
り
ま
す
地
方
議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

議
長
の
職
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
以
上
、
近
江
八

幡
市
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
の
も
と
、
公
平
・
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市

政
発
展
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意
、
市
民
の
皆
様
の
期
待

と
信
頼
に
応
え
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
方
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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市議会に設置されている各委員会の委員と
一部事務組合議会の議員の構成は以下のとおりです。

職　名 氏名（　◎：委員長　　○：副委員長　）

議　　長 辻　　　正　隆

副 議 長 大　川　恒　彦

監査委員 南　　　祐　輔

議会運営委員会
委員

◎沖　　茂樹　◯松村　　務　　中塚　理恵　　藤村健造
　森原　陽子　　小西はげむ

予算常任委員会
委員

◎道下　直樹　〇藤村　健造
　※委員は全議員（委員長・副委員長のみ記載）

総務常任委員会
委員

◎岡田　彦士　◯久郷　定彦　　中塚　理恵　　松村　　務
　三上　英夫　　玉木　弘子　　小西はげむ

教育厚生常任委員会
委員

◎山本　英夫　◯青木　勝治　　藤村　健造　　道下　直樹
　山本　妙子　　森原　陽子　　小川　広司

産業建設常任委員会
委員

◎竹尾　耕児　◯間宮　泰樹　　南　　祐輔　山元　聡子
　沖　　茂樹　　大川　恒彦

市庁舎整備等
特別委員会委員

◎小川　広司　◯三上　英夫　　間宮　泰樹　　久郷　定彦
　中塚　理恵　　松村　　務　　道下　直樹　　山元　聡子
　大川　恒彦　　森原　陽子　　竹尾　耕児

東近江行政組合
議会議員

　間宮　泰樹　　久郷　定彦　　青木　勝治　　中塚　理恵
　小西はげむ
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６
月
定
例
会
の
概
要

６
月
定
例
会
の
概
要

　

令
和
6
年
第
2
回
（
6
月
）
市
議
会

定
例
会
を
6
月
6
日
か
ら
6
月
27
日
ま

で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

6
月
6
日
の
開
会
日
に
は
、
諸
般
の

報
告
と
し
て
、
議
長
報
告
の
ほ
か
、
監

査
委
員
報
告
及
び
市
長
報
告
の
後
、
市

長
提
出
議
案
と
し
て
「
令
和
6
年
度
近

江
八
幡
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）」
の
予
算
議
案
1
件
、
条
例
議
案
5

件
、
そ
の
他
議
案
1
件
の
合
計
7
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
「
文

化
会
館
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

が
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
即

日
採
決
を
行
い
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
熟
読
の
期
間
を
経
て

再
開
さ
れ
た
6
月
17
日
に
は
、
議
員
提

出
議
案
と
し
て
、
意
見
書
2
件
、
決
議

書
1
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
6

月
17
日
か
ら
3
日
間
で
個
人
質
問
を
行

い
、
19
名
の
議
員
が
議
案
質
疑
や
市
政

全
般
に
対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
お
よ
び
意
見
書
は
、

予
算
・
総
務
・
教
育
厚
生
の
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
後
日
開
催
し
た
各

常
任
委
員
会
で
当
局
か
ら
議
案
に
対
す

る
詳
細
な
説
明
を
求
め
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

27
日
の
閉
会
日
に
は
、
総
務
常
任
委

員
長
か
ら
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に

つ
い
て
継
続
審
査
を
行
い
た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
り
、
こ
の
申
し
出
の
と
お
り

決
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
の
後
、

討
論
・
採
決
を
行
い
、
本
定
例
会
に
当

局
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
2

件
お
よ
び
決
議
書
1
件
に
つ
い
て
は
、

賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
追
加
議
案
が
あ
り
、
市

長
提
出
議
案
と
し
て
「
令
和
6
年
度
近

江
八
幡
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）」
の
予
算
議
案
1
件
、
人
事
議
案
4

件
と
、
議
員
提
出
議
案
1
件
の
合
計
6

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

議
案
も
賛
成
多
数
、
お
よ
び
全
員
賛
成

で
可
決
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

【 ６ 月 定 例 会 の 詳 細 日 程 】

６月
　 ６日（開会）
　　・諸般の報告
　　　　議長報告、監査報告、市長報告
　　・議案の上程（提案理由説明）
　　　　議第64号～ 70号
　　・質疑、討論、採決
　17日
　　・議案の上程（提案理由説明）
　　　　会第６号～８号
　　・個人質問
　18日
　　・個人質問
　19日
　　・個人質問
　　・質疑
　　・委員会付託
　20日
　　・予算常任委員会

　21日
　　・総務常任委員会
　24日
　　・教育厚生常任委員会
　27日（閉会）
　　・諸般の報告
　　　　報第９号
　　・市庁舎整備等特別委員会の
　　　付議事項の追加
　　・委員会の閉会中の継続審査
　　・委員会審査報告
　　・討論・採決
　　・議案の上程（提案理由説明）
　　　　議第71号～ 75号、会第９号
　　・質疑
　　・委員会付託
　　・委員会審査報告
　　・討論・採決
　　　　（議第71号～ 75号、会第９号）

6
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問　

先
般
、
新
た
に
作
成
さ
れ
た
人

が
つ
な
が
り
未
来
を
つ
む
ぐ
『
ふ
る

さ
と
近
江
八
幡
』
近
江
八
幡
市
第
1

次
総
合
計
画
2
0
2
4
〜
2
0
2
8

の
後
期
基
本
計
画
の
中
の
今
回
は
主

に
都
市
基
盤
整
備
の
ま
ち
づ
く
り
を

中
心
に
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

①�

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
に
つ

い
て

②�

道
路
整
備
と
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

前
期
5
年
間
の
事
業
評
価
と
後
期

の
今
後
5
年
間
で
ど
の
よ
う
な
取

組
を
し
、
実
現
し
よ
う
と
さ
れ
て

い
る
の
か
具
体
的
な
取
組
方
針
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
長
、
都
市
整
備
部
長

①�

総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
の
ま
ち

の
姿
の
実
現
を
目
指
し
、
既
存
の

土
地
と
調
和
の
と
れ
た
適
切
な
規

制
・
誘
導
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

�

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
示
す

現
状
・
課
題
を
踏
ま
え
、
今
年
度
、

国
土
利
用
計
画
の
改
定
を
行
う
と

と
も
に
個
別
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
市
全
体
の
土
地
利
用
の
方
向

性
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②�

平
成
28
年
4
月
策
定
の
「
近
江
八

幡
市
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
お
け
る
達
成
率
は
、

前
期
計
画
の
目
標
値
を
大
き
く
下

回
る
14
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

今
後
目
指
す
取
組
方
針
で
は
、
令

和
6
年
度
、
7
年
度
の
2
箇
年
に

お
い
て
、「
近
江
八
幡
市
道
路
網
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
並
び
に
「
近
江

八
幡
市
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
見
直
し
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　

令
和
6
年
の
各
種
団
体
や
委
員

会
な
ど
へ
の
委
員
の
推
薦
は
、
一
覧

表
の
通
り
、
市
連
合
自
治
会
か
ら
は

30
項
目
（
1
表
）、
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
か
ら
は
22
項
目（
2
表
）で
す
。

各
学
区
の
会
長
一
人
に
3
項
目
ほ
ど

割
り
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。「
第
2
期

近
江
八
幡
市
市
民
自
治
基
本
計
画
」

の
中
で
は
、
地
域
活
動
の
参
画
に
つ

い
て
自
治
会
へ
の
加
入
率
低
下
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自

治
会
役
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

も
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
現
行
30

件
、
22
件
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

答　

総
合
政
策
部
長

　

自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
自

治
組
織
に
お
い
て
は
、
役
員
の
担
い

手
不
足
に
加
え
、
委
員
就
任
を
含
め

た
行
政
か
ら
の
依
頼
事
項
の
増
加
が
、

負
担
感
増
加
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
委
員
会
の
目
的
や
趣
旨
を

ふ
ま
え
て
、
地
域
自
治
組
織
の
代
表

と
し
て
学
区
自
治
連
合
会
長
や
学
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
が
委
員
と
し

て
就
任
す
る
意
義
、
役
割
や
必
要
性

等
を
庁
内
で
精
査
す
る
と
と
も
に
、

委
員
の
効
果
的
な
参
画
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
手
法
を
活
用
し
た

官
庁
街
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

②
接
遇
に
つ
い
て

③
傍
聴
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

上
水
道
の
重
要
管
路
更
新
に
つ
い
て

②�

令
和
６
年
度
市
政
運
営
の
基
本
方
針
か
ら

産
業
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

7
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政
翔
会�

小 

川 

広 

司

個人質問

自
治
会
等
か
ら
各
種
委
員
会

へ
の
推
薦
に
つ
い
て

凛
成
会�

山 

元 

聡 

子

個人質問

本
市
の
ま
ち
づ
く
り

(

都
市
基
盤
整
備
）
に
つ
い
て

人がつながり 未来をつむぐ  「ふるさと近江八幡」

担当課等

近江八幡市行政改革推進委員会　委員

（２年　委嘱日～令和８年３月）

平和記念式実行委員

（１年　令和６年４月～令和６年１０月）

防災総合訓練実行委員会　副会長

（１年　令和６年４月～令和７年３月）

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ近江八幡市準備委員会　常任委員

（２年　令和６年４月～令和７年委員会解散日まで）

近江八幡市障がい児者地域自立支援協議会 委員

（３年　令和６年４月～令和９年３月）

近江八幡市青少年育成市民会議 正会員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

社会教育委員・公民館運営審議会 委員

（２年　令和６年６月２３日～令和８年６月２２日）

近江八幡市環境美化推進協議会　会長

（１年　令和６年４月～令和７年３月）

近江八幡市廃棄物減量等推進審議会　委員

（２年　令和５年４月～令和７年３月）

近江八幡市健康づくり推進協議会　委員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

近江八幡市協働のまちづくり推進委員会　委員

（２年　令和６年９月～令和８年８月）

近江八幡市男女共同参画審議会 委員

（２年　令和５年８月～令和７年７月）

近江八幡市人権擁護宣言都市推進委員会　委員

（２年　令和６年６月～令和８年５月）

近江八幡地区交通安全対策会議 委員

（１年　令和６年４月～令和７年３月）

近江八幡市地域公共交通会議 委員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

近江八幡市都市計画審議会　委員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

近江八幡市情報公開・個人情報保護運営審議会 委員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

近江八幡市人権尊重のまちづくり推進協議会 常任委員

（1年　令和６年６月～令和７年５月）

近江八幡市人権擁護審議会　委員

（１年　令和６年６月～令和７年５月）

近江八幡市地区防犯自治会 委員

（２年　令和５年４月～令和７年３月）

近江八幡市風景づくり委員会　委員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

空家等対策審議会　委員

（２年　令和６年４月～令和６年１０月）（令和６年１０月～令和８年９月）

民生委員推せん会 委員

（３年　令和５年１０月～令和８年９月）

近江八幡市放課後子ども総合プラン推進協議会　委員

（１年　令和６年４月～令和７年３月）

水道事業運営委員会

（２年　令和３年１０月～令和５年９月）（２年　令和５年１０月～令和７年９月）

公共下水道事業審議会　委員

（2年　令和５年１２月～令和７年１１月）

オープンガバナンス推進協議会　委員

（２年　令和６年４月～令和８年３月）

市社会福祉協議会赤い羽根共同募金バッジ選考委員

（１年　令和６年５月～令和７年４月）

市社会福祉協議会　評議員

（４年　令和３年６月～令和７年６月）

市共同募金委員会審査委員会　委員

（２年　令和５年６月～令和７年６月）

令和６年度近江八幡市連合自治会から各種組織・団体等への役員・委員の推薦一覧

24 生涯学習課

17 総務課

21 都市計画課

5 障がい福祉課

23 福祉政策課

15 交通政策課

9 生活環境課

19

22

29 社会福祉協議会

30 社会福祉協議会

25 上下水道総務課

26 上下水道総務課

28 社会福祉協議会

27 企画課

人権・市民生活課

16 都市計画課

18

住宅施設課

20 人権・市民生活課

人権・市民生活課

14

10 健康推進課

11 まちづくり協働課

13 人権・市民生活課

交通政策課

12 人権・市民生活課

8 環境政策課

2

役　　職　　名

1 行政改革課

3 危機管理課

福祉政策課

6 生涯学習課

7 生涯学習課

4 国スポ・障スポ推進課

役職名　（任期） 担当課等

1 近江八幡市青少年育成市民会議　正会員
(２年：令和6年4月1日～令和8年3月31日)

生涯学習課

2 近江八幡市総合計画審議会　委員
(2年：令和5年6月～令和7年3月)

企画課

3 わたSHIGA輝く国スポ・障スポ近江八幡市実行委員会　委員
(２年：令和6年4月～令和7年委員会解散日)

国スポ・障スポ推進課

4 近江八幡市スポーツ推進審議会　委員
(２年：令和5年４月～令和7年3月)

スポーツ課

5 近江八幡市風景づくり委員会　委員
(２年：令和6年4月～令和8年3月)

都市計画課

6 近江八幡市青少年問題協議会　委員
(２年：令和5年4月1日～令和7年3月31日)

生涯学習課

7 近江八幡市文化財保存活用地域計画連絡協議会　委員
(２年：令和6年7月～令和8年３月)

文化振興課

8 近江八幡市コミュニケーション施策推進会議　委員
(２年：令和5年4月～令和7年３月)

障がい福祉課

9 近江八幡市オープンガバナンス推進協議会　委員
(２年：令和6年4月～令和8年３月)

企画課

10 近江八幡市子ども・子育て会議委員
(3年：令和4年4月～令和７年３月)

子育て政策課

11 近江八幡市防災総合訓練実行委員会　委員
(１年：令和6年4月～令和7年3月)

危機管理課

12 近江八幡市防災会議　委員
(２年：令和6年4月～令和8月3月)

危機管理課

13 社会教育委員・公民館運営審議会　委員
(２年：令和6月6日23日～令和8年6月22日)

生涯学習課

14 近江八幡市社会福祉協議会評議会選任・解任委員会　委員
(4年：令和3年6月～令和7年６月)

社会福祉協議会

15 近江八幡市協働のまちづくり推進委員会　委員
(２年：令和6年4月～令和８年３月)

まちづくり協働課

16 健康はちまん21プラン推進委員会　委員
(２年：令和6年4日～令和８年３月)

健康推進課

17 近江八幡市共同募金委員会審査委員会　委員
(2年：令和5年６月～令和7年６月)

社会福祉協議会

18 近江八幡市社会福祉協議会　評議員
(４年：令和3年6月～令和7年6月)

社会福祉協議会

19 近江八幡市家庭教育推進協議会　委員
(１年：令和6年4月1日～令和7年3月31日)

生涯学習課

20 近江八幡市障がい児者地域自立支援協議会　委員
(３年：令和6年4月1日～令和9年3月31)

障がい福祉課

21 近江八幡市都市計画審議会　委員
(２年：令和6月4月～令和8月3月３１日)

都市計画課

22 近江八幡市地域福祉計画中間評価委員会委員
(１年：令和6年7月～令和7年3月)

福祉政策課

令令和和６６年年度度ままちちづづくくりり協協議議会会各各種種団団体体やや委委員員会会等等へへのの委委員員のの推推薦薦一一覧覧

令和６年度近江八幡市連合自治会から
各種組織・団体等への役員・委員の推薦一覧

令和６年度まちづくり協議会各種団体や
委員会等への委員の推薦一覧



問　

北
里
学
区
内
の
施
設
整
備
で
、

学
区
民
の
念
願
で
あ
り
ま
す
北
里
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
で
す
が
、

“
自
治
連
合
会
”
お
よ
び
“
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
”
連
名
に
よ
り
ま
す
要
望

書
の
と
お
り
、
市
当
局
側
か
ら
は
移

転
新
築
・
一
体
型
整
備
と
す
る
回
答

書
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
か
ら
、
現

在
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
お
よ
び

協
議
内
容
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
の
か
。

　

次
に
北
里
学
区
認
定
こ
ど
も
園
施

設
整
備
で
す
が
、
現
在
の
施
設
整
備

の
進
捗
具
合
お
よ
び
事
業
取
組
、
ま

た
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答　
総
合
政
策
部
長
、
子
ど
も
健
康
部
長

　

北
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地
元
で
検
討

委
員
会
が
設
置
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ

て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

幅
広
く
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
す
る
な
ど
、
地
元
と
行
政
で
協

働
に
よ
る
取
組
を
加
速
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

北
里
学
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
改
修
工
事
実
施
設
計
を

進
め
て
き
た
中
で
、
令
和
6
年
度
内

の
工
事
完
了
が
見
込
め
ず
、
令
和
7

年
4
月
の
開
園
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
を
必
要
と
す

る
保
護
者
の
方
々
に
は
ご
心
配
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
早

期
開
園
を
目
指
し
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問　

現
在
近
江
八
幡
市
に
居
住
さ
れ

て
い
る
外
国
籍
の
方
の
中
で
最
も
多

い
の
は
ベ
ト
ナ
ム
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
に
も
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
の
方
な
ど
が
住
ま
れ

て
い
ま
す
。
背
景
に
は
就
労
ビ
ザ
の

改
正
な
ど
が
あ
り
、
家
族
を
呼
ん
で

一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
ま
れ
る
方

も
い
ま
す
。﹃
日
本
語
教
育
推
進
法
﹄

で
も
「
地
方
自
治
体
は
必
要
な
施
策

を
実
施
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の

要
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の

日
本
語
教
育
推
進
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
長

　

市
内
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
、
3
つ
の
日
本
語
教
室
が
開
講
さ

れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法
人
近
江
八

幡
市
国
際
協
会
が
運
営
の
一
部
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
日
本
語
教
室
は
、
日
本
語

学
習
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域

住
民
と
外
国
人
住
民
が
つ
な
が
る
場

や
、
居
場
所
と
し
て
も
有
効
で
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
も
意
義
の
あ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
住
民
の
皆
様
が
活
躍
で

き
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
外
国
人
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
、
近
江
八
幡
市
国
際
協
会
と
連

携
し
、
各
団
体
の
活
動
に
協
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
市
営
住
宅
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
避
難
所
の
諸
課
題
対
策
に
つ
い
て

②
行
政
窓
口
の
市
民
対
応
に
つ
い
て

8
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創
政
会�

大 

川 

恒 

彦

個人質問

北
里
学
区
内
の

地
域
要
望
に
つ
い
て

チ
ー
ム
は
ち
ま
ん�

竹 

尾 

耕 

児

個人質問

日
本
語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て



問　

万
博
開
催
予
定
地
の
夢
洲
で
、

今
年
3
月
22
日
ガ
ス
爆
発
が
起
こ
り

ま
し
た
。
土
壌
の
産
業
廃
棄
物
や
浚

渫
土
砂
か
ら
常
時
メ
タ
ン
ガ
ス
が
発

生
し
て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た
夢
洲

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
橋
1
本
と
ト
ン
ネ

ル
だ
け
で
、
未
だ
災
害
時
の
避
難
計

画
も
あ
り
ま
せ
ん
。
三
日
月
知
事
は
、

4
歳
か
ら
18
歳
ま
で
18
万
人
の
児
童

生
徒
を
万
博
に
招
待
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
市
は
、
夢
洲
の
危
険
な
状
況

に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

万
博
へ
の
招
待
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

教
育
長

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場
建
設
現

場
に
お
け
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
新

聞
報
道
等
に
よ
り
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
主
催
者
か
ら
は
知
ら
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。
他
の
校
外
学
習
と
同
様

に
、
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
児

童
生
徒
が
、
世
界
の
様
々
な
文
化
や

技
術
に
触
れ
、
自
身
の
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
ら

れ
る
万
博
の
教
育
的
効
果
を
検
討
す

る
よ
う
各
校
に
伝
え
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
と
し
て
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
滋
賀
県

総
合
企
画
部
万
博
推
進
室
に
確
認
す

る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

に
参
加
し
、
未
確
定
の
事
柄
に
つ
い

て
は
質
問
を
行
う
等
し
て
、
児
童
生

徒
の
安
全
を
最
優
先
に
大
阪
・
関
西

万
博
へ
の
校
外
学
習
に
つ
い
て
、
各

校
と
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

交
通
は
移
動
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
人
と
の
交
流
や
買
い
物
、
医
療

な
ど
地
域
で
住
み
続
け
る
う
え
で
必

要
な
基
本
的
人
権
で
す
。
自
治
体
は
、

暮
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
地
域
の
交

通
権
を
保
証
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

安
土
福
祉
自
動
車
は
、
利
用
者
か
ら

「
ひ
と
り
で
生
き
て
い
く
上
で
ど
う
し

て
も
残
し
て
ほ
し
い
」
と
切
実
な
声

が
あ
り
、
3
月
議
会
で
継
続
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

①�

福
祉
自
動
車
に
つ
い
て
、
利
用
状

況
と
意
見

②�

地
域
密
着
移
動
支
援
事
業
と
福
祉

自
動
車
と
の
一
体
化
は
可
能
で
す

か
。
2
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

答　

市
民
部
長
、
安
土
町
総
合
支
所
長

　

安
土
福
祉
自
動
車
の
登
録
者
数
は
、

現
在
1
5
7
人
で
、
そ
の
う
ち
4
月
、

5
月
の
利
用
者
数
は
延
べ
32
人
で
す
。

利
用
者
か
ら
は
、「
病
院
へ
行
く
の
に
、

助
か
っ
て
い
る
」「
料
金
が
多
少
高
く

な
っ
て
も
継
続
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
る
一
方
、
地
域
密
着
移

動
手
段
確
保
事
業
の
利
用
者
か
ら
は
、

「
今
ま
で
行
け
な
か
っ
た
医
療
機
関
や

大
型
ス
ー
パ
ー
に
行
け
て
助
か
っ
て

い
る
」「
自
宅
玄
関
前
か
ら
乗
り
降
り

で
き
る
の
で
嬉
し
い
」
と
の
ご
意
見

が
あ
り
ま
す
。
地
域
密
着
移
動
手
段

確
保
事
業
は
、
各
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
地

域
の
互
助
を
土
台
と
し
て
事
業
を
構

築
し
て
お
り
、
今
後
は
、
市
全
体
で

の
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
一
体
化

に
向
け
て
各
学
区
に
地
域
密
着
移
動

手
段
確
保
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

運
動
公
園
野
球
場
整
備
の
追
加
工
事
に
つ

い
て

②
介
護
に
つ
い
て

③
産
業
振
興
事
業
に
つ
い
て

④�

北
里
学
区
の
コ
ミ
セ
ン
整
備
等
の
諸
問
題

に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
安
全
体

制
に
つ
い
て

②�

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
事
業
に

つ
い
て

9
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日
本
共
産
党�

玉 

木 

弘 

子

個人質問

高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

日
本
共
産
党�

森 

原 

陽 

子

個人質問

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の

児
童
の
校
外
学
習
に
つ
い
て



問　

教
育
長
は
、
市
内
校
園
所
長
会

の
席
で
、「
地
域
に
根
差
し
た
本
市
固

有
の
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」、
ま
た
「
子
ど
も
た
ち
の
魂
を
揺

さ
ぶ
る
教
育
を
と
も
に
実
践
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
「
本
市
固
有
の
教

育
行
政
」
と
は
ど
の
よ
う
な
教
育
行

政
と
捉
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
ま
た

「
魂
を
揺
さ
ぶ
る
教
育
」
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
教
育
な
の
か
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

実
施
で
き
る
地
域
学
習
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
生
き
る
力
を
涵
養
す

る
近
江
八
幡
市
な
ら
で
は
の
唯
一
無

二
の
教
育
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
富

士
宮
市
と
の
夫
婦
都
市
交
流
事
業
で

の
非
日
常
の
感
動
体
験
は
本
市
固
有

の
も
の
で
あ
り
、
両
市
の
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
が
共
に
育
成
さ
れ
る

大
変
貴
重
な
教
育
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
を
念
頭

に
「
本
市
固
有
の
教
育
行
政
」
と
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
魂
を
揺
さ
ぶ
る
教
育
」
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
深
い
感
動
体
験
を
体
系

的
に
重
ね
て
い
く
こ
と
で
生
き
抜
く

力
を
涵か
ん

養よ
う

す
る
た
め
の
教
育
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問　

八
幡
堀
に
繋
が
る
背
割
り
排
水

の
2
か
月
に
一
度
の
清
掃
は
、
高
齢

化
の
中
、
危
険
作
業
の
重
労
働
で
本

当
に
限
界
で
す
。

　

ま
ず
は
、
市
が
、
水
路
毎
に
、
ど

こ
か
ら
流
入
し
、
水
量
や
堆
積
物
の

種
類
や
量
、
藻
の
繁
茂
状
況
、
水
路

幅
等
の
構
造
状
況
等
の
実
態
調
査
を

行
い
、
現
状
と
課
題
を
し
っ
か
り
と

デ
ー
タ
把
握
す
る
事
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
関
係
自
治
会
と
意
見

交
換
等
を
行
い
、
地
元
住
民
と
の
合

意
形
成
を
図
り
、
対
策
と
優
先
順
位

を
計
画
に
定
め
、
迅
速
か
つ
確
実
に

取
り
組
む
事
が
肝
要
と
考
え
ま
す
が
、

如
何
で
す
か
。

答　

都
市
整
備
部
長

　

少
子
高
齢
化
は
、
ま
す
ま
す
加
速

す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
様
な
中

で
の
持
続
可
能
な
維
持
管
理
手
法
を

構
築
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
無
理
の
な
い
範
囲

に
お
い
て
引
き
続
き
清
掃
活
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

課
題
解
決
に
は
、
背
割
り
排
水
路

に
お
け
る
現
状
の
水
路
断
面
及
び
構

造
等
の
実
態
調
査
、
流
域
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が

ら
、
検
討
範
囲

が
広
域
に
な
る

こ
と
か
ら
、
調

査
手
法
の
構
築

が
先
決
と
考
え

て
お
り
、
合
理

的
か
つ
効
率
的

な
調
査
と
な
る

よ
う
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

１
．�

第
９
期
近
江
八
幡
市
総
合
介
護
計
画
に

つ
い
て

①�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
直
営
復
帰
に
よ

る
質
の
担
保
に
つ
い
て"

②
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て

③
介
護
相
談
員
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

３
．�

市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
解
決
へ

の
提
案
に
つ
い
て

①�

物
流
問
題
と
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
よ
る

再
配
達
抑
制
支
援
に
つ
い
て

②
障
が
い
者
も
楽
し
め
る
文
化
会
館
に
つ
い
て

③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
・
遊
具
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
助
成
事
業
補
助
金
の

拡
充
に
つ
い
て

②
公
園
・
道
路
に
関
す
る
工
事
予
定
に
つ
い
て 【富士宮市近江八幡市児童交歓会】
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創
政
会�

三 

上 

英 

夫

個人質問

安
田
全ま

さ

男お

新
教
育
長
の

所
信
等
に
つ
い
て

育
政
会�

青 

木 

勝 

治

個人質問

八
幡
学
区
の

背
割
り
排
水
に
つ
い
て



問　

な
ぜ
市
全
域
で
下
水
道
整
備
を

し
な
い
の
か
、
整
備
済
み
か
ど
う
か

で
汚
水
処
理
に
か
か
る
経
済
的
負
担

が
公
平
で
な
い
、
と
の
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

①�

ど
う
い
う
理
由
・
経
緯
で
下
水
道

を
市
内
全
域
に
普
及
し
な
い
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
か
。

②�

滋
賀
県
の
人
口
密
度
は
全
国
で
も

上
位
で
下
水
道
を
整
備
す
る
方
が

有
利
な
土
地
柄
に
思
え
ま
す
が
、

県
で
は
浄
化
槽
も
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
の
下
水
道
と
浄
化
槽
の

整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
い
か

が
お
考
え
で
す
か
。

答　

水
道
事
業
所
長

①�

平
成
3
年
頃
よ
り
防
災
対
策
上
有

効
と
言
わ
れ
る
合
併
処
理
浄
化
槽

と
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
、
下

水
道
の
3
形
態
で
整
備
・
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
平
成
7
年
度
か
ら

は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
面
的
整
備

事
業
に
も
着
手
し
、
生
活
排
水
対

策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

②�

市
単
位
と
し
て
み
る
と
人
口
密
度

は
中
位
で
す
。「
滋
賀
県
汚
水
処
理

施
設
整
備
構
想
」
で
は
、
汚
水
処

理
3
形
態
で
の
効
率
的
な
整
備
と

運
営
管
理
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

お
り
、
滋
賀
県
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
は
、
全
国
で
2
番
目
と
高

い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
通
り
市
街
地
か
ら
離
れ
た
集
落

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
等
で
の

整
備
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

安
土
駅
は
、
篠
原
駅
と
と
も
に

整
備
さ
れ
駅
周
辺
の
環
境
は
以
前
に

比
べ
安
全
で
利
用
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
市
条
例
で
規
定
す
る
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
で
あ
り
、
か
つ

民
間
の
駐
輪
場
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
多
く
の
放
置
自
転
車
が
見
受
け
ら

れ
、
歩
行
者
の
通
行
や
緊
急
車
両
の

妨
げ
、
自
転
車
盗
難
を
助
長
す
る
な

ど
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

放
置
自
転
車
の
状
況
、
啓
発
や
撤

去
ま
で
の
流
れ
、
ま
た
鉄
道
事
業
者

と
の
放
置
自
転
車
対
策
の
連
携
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

市
民
部
長

　

篠
原
駅
、
近
江
八
幡
駅
南
口
、
安

土
駅
北
口
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
放
置

自
転
車
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
近
江
八

幡
駅
北
口
、
安
土
駅
南
口
に
は
時
折

自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

転
車
等
放
置
禁
止
区
域
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
安
土
駅
北
口
の
西
側
階
段

横
の
鉄
道
事
業
者
敷
地
に
10
台
以
上

の
自
転
車
が
駐
輪
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

啓
発
時
に
は
、
放
置
自
転
車
に
期

日
を
指
定
し
た
警
告
シ
ー
ル
を
貼
付

け
、
指
定
期
日
に
再
度
、
有
無
を
確

認
し
ま
す
。
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て

い
れ
ば
速
や
か
に
撤
去
し
、
標
示
板

に
撤
去
し
た
日
付
を
記
入
し
て
い
ま

す
。

　

鉄
道
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

看
板
設
置
や
侵
入
防
止
策
な
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
で
き
る
対
策
を
協

議
し
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

【安土駅北口】
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創
政
会�

間 

宮 

泰 

樹

個人質問

安
土
駅
周
辺
の

放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

創
政
会�

南 

　 

祐 

輔

個人質問

下
水
道
に
つ
い
て



問　

近
年
の
気
温
上
昇
に
よ
る
熱
中

症
の
危
険
が
増
す
中
、
昨
年
の
滋
賀

県
の
教
育
現
場
で
の
熱
中
症
の
発
症

率
が
全
国
平
均
よ
り
２
倍
以
上
あ
り

ま
し
た
。
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
学

校
で
の
取
組
を
質
問
い
た
し
ま
す
。

①�

昨
年
の
小
中
学
校
で
の
救
急
搬
送

人
員
数
と
、
熱
中
症
の
症
状
を
訴

え
た
児
童
生
徒
数
は
、
又
そ
れ
ら

は
ど
の
よ
う
な
活
動
時
に
起
き
た

の
で
す
か

②�

水
筒
へ
の
水
分
補
充
は
学
校
で
可

能
で
す
か

③�

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

お
考
え
は
あ
り
ま
す
か

④�

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
お

考
え
は
あ
り
ま
す
か

答　

教
育
長

①�

熱
中
症
の
疑
い
の
あ
る
頭
痛
や
吐

き
気
等
の
訴
え
が
約
２
４
０
０
件

あ
り
ま
し
た
。
救
急
搬
送
は
４
件

あ
り
ま
し
た
。
小
学
校
は
、
運
動

中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
熱
中
症

を
疑
っ
て
救
急
搬
送
し
た
と
こ
ろ
、

体
調
不
良
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

中
学
校
は
、
運
動
中
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

②�

児
童
生
徒
の
体
調
を
見
な
が
ら
、

水
分
の
補
充
等
の
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

③�

空
調
機
器
の
シ
ス
テ
ム
方
式
や
財

源
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
な

い
、
熱
中
症
対
策
に
向
け
た
エ
ア

コ
ン
設
置
の
検
討
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

④�

学
び
の
環
境
を
保
障
す
る
た
め
に

も
、
移
動
可

能
な
ミ
ス
ト

フ
ァ
ン
の
購

入
に
つ
い
て

早
急
に
検
討

し
ま
す
。

問�　

①
近
江
八
幡
市
に
と
っ
て
の
行

政
改
革
と
は
何
を
目
的
に
行
う
も

の
で
す
か
。

②�

今
後
は
事
務
事
業
評
価
か
ら
施
策

評
価
へ
と
評
価
手
法
を
変
更
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③�

そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

担
当
課
に
定
期
的
な
検
証
と
見
直

し
を
指
示
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

④�

近
江
八
幡
市
で
市
民
提
案
型
（
参

加
型
）
の
予
算
編
成
を
導
入
す
る

と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
が
適

し
て
い
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
そ
の
導
入
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
効
果
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

答　

①
②
③
総
合
政
策
部　

理
事
、

④
総
務
部
長

①�
「
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
の

推
進
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

「
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確
立
」

と
い
っ
た
総
合
計
画
に
お
け
る
施

策
の
実
現
、
未
来
に
繋
が
る
自
治

体
経
営
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

②�

個
々
の
事
業
成
果
だ
け
で
な
く
、

総
合
計
画
に
位
置
付
け
る
各
施
策

の
達
成
に
向
け
た
取
組
と
な
っ
て

い
る
か
を
、
俯
瞰
的
に
評
価
す
る

た
め
で
す
。

③�

新
年
度
予
算
案
作
成
時
期
に
全
庁

的
に
見
直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

④�

現
在
、
実
施
自
治
体
の
情
報
収
集

の
段
階
で
あ
り
、
本
市
で
導
入
す

る
場
合
、
ど
の
様
な
形
が
適
し
て

い
る
の
か
、
期
待
で
き
る
効
果
を

含
め
、
導
入
の
可
能
性
等
を
研
究
・

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
に
向

け
て
の
対
応
に
つ
い
て

②
公
共
施
設
に
給
水
機
の
設
置
に
つ
い
て

③
公
園
に
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
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公
明
党�

中 

塚 

理 

恵

個人質問

学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

政
翔
会�

沖 

　 

茂 

樹

個人質問

近
江
八
幡
市
の

行
政
改
革
に
つ
い
て



問　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
と
満
喜
子
さ

ん
の
功
績
は
、
わ
が
ま
ち
が
誇
れ
る

地
域
資
源
で
す
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
夫
妻

の
生
涯
を
、
朝
ド
ラ
で
半
年
間
テ
レ

ビ
放
映
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
す
る
究
極
の
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
。

　

誘
致
に
向
け
た
市
民
レ
ベ
ル
の
盛

り
上
が
り
を
つ
く
る
う
え
で
も
、
市

長
が
旗
振
り
役
と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

市
長

　

本
市
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
と
妻
の
満
喜
子
氏
の

生
涯
は
、
朝
ド
ラ
の
主
役
、
ス
ト
ー

リ
ー
に
相
応
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

本
年
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
没
後
60
年
、

来
年
は
来
日
1
2
0
年
の
節
目
に
当

た
り
、
関
連
す
る
N
P
O
法
人
や
市

民
団
体
等
が
、
こ
の
節
目
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
ヴ
ォ
―
リ
ズ
夫
妻
の
功

績
を
積
極
的
に
発
信
す
る
べ
く
、様
々

な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
夫
妻
に
対
す
る
市
民
の

熱
意
を
結
集
さ
れ
、
民
間
を
中
心
と

し
た
誘
致
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て

い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
も
積

極
的
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

「
株
式
会
社
ま
っ
せ
」
の
現
状
は
？

②�

「
ま
っ
せ
」
が
朝
ド
ラ
誘
致
の
事
務
局
に
な

れ
な
い
か
？

問　
「
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」

へ
の
移
動
手
段
で
あ
る
送
迎
バ
ス
に

つ
い
て
、
市
内
小
学
校
で
特
別
支
援

学
級
（
肢
体
不
自
由
児
）
在
籍
の
児

童
が
い
る
た
め
特
製
の
車
椅
子
を
乗

車
さ
せ
ら
れ
る
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
が

必
要
な
た
め
、
県
教
育
委
員
会
の
担

当
者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
バ

ス
会
社
と
の
契
約
の
関
係
で
リ
フ
ト

付
き
バ
ス
に
変
更
で
き
な
い
。
通
常

の
バ
ス
の
他
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
手

配
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。「
別
の
車
を
用
意
す
る
」

そ
の
発
想
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
考
え
か
ら
し
て
如
何
な
も
の
か
、

教
育
長
の
お
考
え
は
？

答　

教
育
長

　

障
が
い
の
あ
る
子
も
障
が
い
の
な

い
子
も
、
共
に
学
び
、
交
流
す
る
機

会
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

を
は
じ
め
、
校
外
学
習
で
の
バ
ス
の

中
で
の
交
流
も
大
切
な
学
び
の
時
間

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の
対
応

に
つ
い
て
、
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
年
に
行
わ
れ
る
事
前
調
査
に
よ
り

要
望
を
集
約
し
対
応
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
こ
の
子
ら
に
世
の
光
を
」

で
は
な
く
、「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
取
り
組
み
を
誠
実
に
積
み

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

「
定
額
減
税
に
つ
い
て

②
医
療
関
係
者
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

③
「
市
職
員
の
時
間
外
勤
務
」
に
つ
い
て
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gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

育
政
会�

松 

村 

　 

務

個人質問

朝
ド
ラ
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
と

満
喜
子
さ
ん
」
誘
致
を

創
政
会�

小 

西 

は
げ
む

個人質問

「
滋
賀
県
立
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て

【ヴォーリズ夫妻】



問　

本
市
は
一
年
半
後
、
令
和
8
年

に
行
わ
れ
る
安
土
城
築
城
4
5
0
年

を
祝
う
た
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を

計
画
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
安
土
城
が
築
城
開
始
さ
れ
た

の
は
天
正
4
年
（
1
5
7
6
年
）
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
令
和
8

年
（
2
0
2
6
年
）
は
節
目
の
年
と

な
り
オ
ー
ル
八
幡
体
制
で
、
安
土
城

築
城
4
5
0
年
を
盛
大
に
行
う
こ
と

が
本
市
に
課
せ
ら
れ
た
命
題
あ
る
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
げ
を
出
来
る
か
が
焦
点
で
あ
り
ま

す
。
当
局
の
安
土
城
築
城
4
5
0
年

に
か
け
る
意
気
込
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　

安
土
町
総
合
支
所
長

　

令
和
4
年
12
月
に
「
安
土
城
築
城

4
5
0
年
協
議
会
」
を
設
立
し
、
令

和
6
年
1
月
の
協
議
会
で
は
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
や
活
動
方
針
、
事
業
計
画

等
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
協
議
会
事
務
局
（（
一
社
）
近
江

八
幡
観
光
物
産
協
会
）
と
協
議
を
行

い
、
そ
の
後
、
関
係
各
課
等
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
令
和
8
年
度
の
安
土
城

築
城
4
5
0
年
に
向
け
て
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
機
運
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、
P
R
に
取
り
組
み
、
地

元
を
は
じ
め
オ
ー
ル
近
江
八
幡
と
し

て
一
体
と
な
っ
た
令
和
の
時
代
に
適

合
し
た
取
組
と
な
る
よ
う
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

更
新
は
2
年
ご
と
で
す
が
、
そ
の
更

新
の
お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県

の
管
轄
に
よ
り
県
が
認
定
を
行
い
ま

す
が
、
市
は
窓
口
と
な
り
申
請
の
受

付
や
結
果
の
通
知
・
発
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。
更
新
を
し
忘
れ
、
そ
の
間
、

税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
課
税
と
な

り
、
ま
た
医
療
費
の
限
度
額
が
増
額

す
る
な
ど
多
く
の
人
が
お
困
り
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
13
市
の

う
ち
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を
実
施
し

て
い
る
の
は
4
市
。
デ
ジ
タ
ル
化
が

叫
ば
れ
る
今
こ
そ
、
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
導
入
を
お
考
え
下
さ
い
。

答　

福
祉
保
険
部
長

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
、

2
年
ご
と
に
精
神
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
こ
と
を
県
知
事
に
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
法
令
で
の

通
知
の
定
め
が
な
く
、
ま
た
、
県
か

ら
デ
ー
タ
提
供
も
な
く
、
更
新
手
続

き
の
通
知
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
の
4
市
で

は
行
っ
て
お
り
、
本
市
と
同
じ
「
お

う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
」
に
加
入
し

て
い
る
市
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法

や
対
象
者
の
確
認
方
法
等
を
参
考
に
、

令
和
7
年
4
月
末
期
限
の
方
か
ら
更

新
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
滋
賀
県
に
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
デ
ー

タ
提
供
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

②
居
住
支
援
を
一
歩
前
に
！

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

安
土
学
区
の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て

②�

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
と
の
国
際
交
流
事
業
に

つ
い
て

③�

来
訪
者
用
の
案
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
つ
い
て
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公
明
党�

山 

本 

妙 

子

個人質問

デ
ジ
タ
ル
化
を
通
し

誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
！

障障ががいい者者手手帳帳のの  

おお知知ららせせがが届届ききまますす  

創
政
会�

岡 

田 

彦 

士

個人質問

安
土
城
築
城４

５
０
年
に
つ
い
て



問　

2
戸
1
住
宅
は
最
初
の
建
築
か

ら
約
55
年
が
経
ち
住
宅
の
老
朽
化
等

が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
22
年
に
近

江
八
幡
市
改
良
住
宅
2
戸
1
譲
渡
基

本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
譲
渡
を
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
も
譲
渡
に
つ
い
て
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
延
長
後
、
令
和
4

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
い
た

市
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
、
市

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
、

今
年
度
見
直
し
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

都
市
整
備
部
理
事

　

市
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

市
営
住
宅
の
現
況
や
将
来
的
な
需
要

見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
施
設
の
維
持

管
理
方
針
や
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

中
長
期
的
な
計
画
を
示
す
も
の
で
、

今
年
度
中
の
見
直
し
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

は
、
計
画
的
な
修
繕
・
改
善
に
よ
り

市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
る
も
の

で
、
計
画
期
間
は
、
平
成
30
年
度
の

第
1
回
変
更
か
ら
10
年
間
で
す
が
、

上
位
計
画
で
あ
る
市
営
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、
必
要
に
応

じ
て
第
2
回
変
更
を
行
い
ま
す
。

問　

今
後
、
急
速
に
進
展
す
る
道
路

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
、
防
災
機
能

を
確
保
で
き
る
防
災
公
園
整
備
は
、

中
長
期
的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下

で
継
続
的
、
安
定
的
に
強
靭
化
を
推

進
で
き
る
よ
う
必
要
な
予
算
、
財
源

を
確
保
し
て
市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
為
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防

災
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
が
、
本
市
の
対
応
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。

答　

都
市
整
備
部
長
・
危
機
管
理
監

　

道
路
施
設
等
の
定
期
点
検
は
、
日

常
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
実

施
し
て
お
り
、
ま
た
地
域
の
方
々
か

ら
の
通
報
や
地
元
要
望
等
に
よ
り
、

出
来
る
限
り
早
期
の
補
修
対
応
に
努

め
て
い
ま
す
。
橋
梁
部
で
は
、
令
和

4
年
度
に
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
」
の
見
直
し
を
行
い
、
毎
年
70
橋

前
後
、
外
部
委
託
に
よ
る
点
検
を
実

施
し
、
継
続
監
視
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

防
災
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
民
病
院
跡
地
の
活
用
の
検
討
に
併

せ
、
一
時
避
難
場
所
や
火
災
時
の
延

焼
防
止
、
受
援
時
の
駐
車
場
確
保
等
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
事
案
を
参
考
に
必

要
な
機
能
を
想
定
し
、
防
災
機
能
を

備
え
持
つ
公
園
整
備
の
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

末
広
墓
地
霊
園
（
瓶
割
山
）
斜
面
整
備
に

つ
い
て
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gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

政
翔
会�

久 

郷 

定 

彦

個人質問

防
災
・
減
災
・
緊
急
事
態

対
応
に
つ
い
て

創
政
会�

藤 

村 

健 

造

個人質問

改
良
住
宅
（
２
戸
１
）
の

譲
渡
に
つ
い
て



問　

新
生
児
は
生
後
8
ヶ
月
ま
で
体

温
調
節
が
難
し
く
、
各
家
庭
で
の
室

温
対
策
を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
ク
ー
ラ
ー
や
暖

房
器
具
な
ど
の
使
用
が
必
須
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
非
常
に
電
気

代
や
燃
料
費
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

　

真
夏
や
真
冬
は
一
日
中
使
用
す
る

と
費
用
が
さ
ら
に
か
さ
み
ま
す
。
特

に
真
夏
の
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
熱
中

症
や
脱
水
な
ど
が
生
死
に
関
わ
る
た

め
、
市
と
し
て
電
気
代
や
燃
料
等
の

支
援
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
お
伺

い
致
し
ま
す
。

答　

子
ど
も
健
康
部
長

　

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
は
、
国

の
施
策
と
し
て
「
住
民
税
非
課
税
世

帯
・
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
」

「
定
額
減
税
」
等
の
実
施
、
ま
た
、
子

育
て
支
援
と
し
て
「
児
童
手
当
」「
児

童
扶
養
手
当
」等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
独
自
事
業
と
し
て

「
医
療
費
無
償
化
」「
お
む
つ
お
と
ど

け
み
ま
も
り
便
」
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
期
に

お
い
て
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
固

有
の
経
費
が
か
さ
む
状
況
に
あ
り
、

公
的
支
援
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
り

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
現
時
点
で

は
「
0
歳
児
家
庭
へ
の
燃
料
費
の
支

援
」
に
つ
い
て
実
施
す
る
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
‼
滋
賀
レ
イ

ク
ス
と
共
に
近
江
八
幡
市
を
活
性
化

予
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
道
下
　
直
樹

　

予
算
常
任
委
員
会
は
6
月
20
日
及

び
27
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、『
議
第

64
号　

令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）』『
議

第
71
号　

令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）』
の

2
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
議
第
64
号
は
賛
成
多
数

で
原
案
を
可
決
、
議
第
71
号
は
全
員

賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見・討
論
』

　
『
議
第
64
号　

令
和
6
年
度
近
江
八

幡
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）』

に
つ
い
て
、「
商
工
業
振
興
事
業
に
つ

い
て
、
目
的
は
い
い
が
、
タ
イ
ミ
ン

グ
と
説
明
の
整
合
性
が
あ
る
の
か
ど

う
か
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
実
績
か

ら
2
社
が
補
助
対
象
と
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
と
回
答
が
あ
っ
た
が
、
多

く
の
企
業
の
参
入
を
求
め
て
い
る
と

の
回
答
も
さ
れ
、
全
て
に
対
し
て
ち

ぐ
は
ぐ
で
あ
る
。
必
要
な
事
業
で
あ

る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
制
度
の
構

想
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

わ
れ
る
た
め
、
諸
手
を
挙
げ
て
の
賛

成
は
難
し
い
」
と
の
意
見
。

　
「
製
造
・
加
工
業
者
を
増
や
す
こ
と

は
大
切
だ
が
、
目
的
と
予
算
計
上
が

拙
速
に
作
ら
れ
た
感
じ
と
否
め
な
い
。

今
後
も
続
け
て
い
く
事
業
で
あ
る
な

ら
ば
、
要
綱
な
ど
を
整
理
し
、
来
年

度
の
当
初
予
算
で
提
案
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
制
度
と
し
て
位
置
づ
く
と
考

え
る
た
め
、
拙
速
な
提
案
は
見
送
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
反
対
の
討
論
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
岡
田
　
彦
士

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
6
月
定
例

会
で
付
託
さ
れ
た
諸
案
件
を
審
査
す

る
た
め
、
6
月
6
日
及
び
6
月
21
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
当
局
に
対
し

詳
細
な
説
明
を
求
め
、
ま
た
、
意
見
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創
政
会�

道 

下 

直 

樹

個人質問

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

実
現
に
向
け
て



書
に
つ
い
て
は
、
提
出
議
員
に
対
し

説
明
を
求
め
、
議
案
質
疑
な
ど
を
行

い
審
査
し
ま
し
た
。

○
6
月
6
日

　

そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
70

号
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
6
月
21
日

　

条
例
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
65
号

は
全
員
賛
成
で
、
議
第
68
号
は
賛
成

多
数
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
、

会
第
8
号
は
、
賛
成
少
数
で
原
案
を

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見・討
論
』

　

議
第
68
号
に
つ
い
て
、「
国
の
医
療

費
抑
制
政
策
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は

理
解
し
た
が
、
保
険
診
療
は
国
民
皆

保
険
制
度
の
中
で
守
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
一
部
自
己
負

担
と
い
う
自
由
診
療
が
入
る
点
に
つ

い
て
は
納
得
し
か
ね
る
た
め
、
本
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
」

と
の
反
対
討
論
。

　

会
第
8
号
に
つ
い
て
、「
歴
史
的
な

背
景
も
あ
り
、
多
く
の
国
や
国
際
機

関
は
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

二
か
国
間
の
解
決
、
双
方
が
独
立
国

家
と
し
て
共
存
す
る
解
決
策
を
支
持

し
て
い
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。
双
方

に
責
任
が
あ
り
、
双
方
が
和
平
に
向

け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方

的
な
非
難
は
問
題
の
根
本
的
な
解
決

に
寄
与
し
な
い
と
考
え
る
。
一
方
的

な
停
戦
要
求
で
は
な
く
、
現
実
的
か

つ
実
行
可
能
な
解
決
策
を
提
案
す
る

べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
本
決
議
に

は
反
対
す
る
」
と
の
反
対
討
論
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
山
本
　
英
夫

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
6
月

定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
諸
案

件
を
審
査
す
る
た
め
、
6
月
24
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
当
局
に

対
し
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
ま
た
、

意
見
書
に
つ
い
て
は
提
出
議
員
に
対

し
概
要
説
明
を
求
め
、
議
案
審
議
な

ど
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

条
例
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
66
号
、

議
第
67
号
、
議
第
69
号
の
3
件
は
、

全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
の
会
第
6
号
、
会

第
7
号
は
、
賛
成
少
数
で
原
案
を
否

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
66
号
に
つ
い
て
、「
児
童
福
祉

法
の
改
正
は
2
年
前
で
あ
り
、
所
管

課
だ
け
で
な
く
、
迅
速
か
つ
適
正
に

法
規
担
当
の
総
務
課
と
併
せ
て
遅
延

防
止
対
策
等
を
考
え
て
条
例
改
正
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の
意

見
。

　

議
第
67
号
に
つ
い
て
、「
診
療
所
へ

く
る
方
に
対
し
て
、
診
療
内
容
だ
け

で
な
く
診
療
所
へ
来
る
手
段
等
も
検

討
・
把
握
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

沖
島
診
療
所
は
医
師
会
か
ら
派
遣
さ

れ
、
医
師
会
の
負
担
が
問
わ
れ
て
い

る
が
、武
佐
診
療
所
は
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
派
遣
と
な
っ
て
い
る
。
市
全
体

と
し
て
診
療
所
を
見
直
す
た
め
に
も

武
佐
診
療
所
を
随
時
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
の
意
見
。

　

議
第
69
号
に
つ
い
て
、「
利
用
者
が

少
な
く
、
現
状
か
ら
す
れ
ば
廃
止
の

考
え
が
出
て
く
る
の
は
や
む
を
得
な

い
が
、
市
と
し
て
全
体
で
公
平
に
共

通
議
論
を
す
る
場
で
案
を
挙
げ
て
、

方
向
性
が
見
え
て
か
ら
廃
止
の
案
が

出
て
く
る
の
が
順
序
と
し
て
正
し
い

の
で
は
と
考
え
る
。
ま
た
、
施
設
の

今
後
の
利
活
用
を
早
急
に
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
意
見
。
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　６月定例会の開会日の冒頭に伝達式を行いました。
全国市議会議長会より、産業経済委員会委員として会
務運営にあたり多大なる貢献をされたことから、岡田
彦士議員に感謝状が贈られました。

　市議会のはたらきについて学習するために、令和６
年７月１日に沖島小学校３年生３名が本会議場を見学
されました。
　児童のみなさんは、議長席・執行部席・傍聴席など
本会議場内部を見学した後、議員席に着席して、議会
事務局から市議会の役割について説明を受けました。
　その後、児童からの質問を事務局が答弁席から回答
するといった、本会議と同じような形式での質疑応答
を行いました。

全国市議会議長会からの感謝状の
伝達式が行われました

小学生の議場見学会を
行いました

会　派　名 創政会
（８名）

政翔会
（４名）

育政会
（２名）

公明党
（２名）

日本共産党
（２名）

近江八幡維新の会	
（１名→０名）

チームはちまん
（１名）

ひむれクラブ
（１名）

凛成会
（１名）

会派代表者 小西はげむ 沖　　茂樹 松村　　務 山本　妙子 森原　陽子 福永　義洋 竹尾　耕児 山本　英夫 山元　聡子

経理責任者 南　　祐輔 久郷　定彦 青木　勝治 中塚　理恵 玉木　弘子 福永　義洋 竹尾　耕児 山本　英夫 山元　聡子

交付決定額 1,760,000 880,000 440,000 440,000 440,000 220,000 220,000 220,000 220,000

収入合計額 ① 1,760,007 880,004 440,001 440,001 440,000 100,000 220,000 220,000 220,000

調査研究費 212,028 200,224

研　修　費 696,094

広　報　費 702,927 294,800 440,000 180,000 220,000

広　聴　費

要請・陳情活動費 26,020 37,880 78,826

会　議　費

資料作成費 96,747 94,495

資料購入費 76,904 20,330

人　件　費

事 務 所 費

支出合計額 ② 1,521,788 544,708 250,225 0 440,000 0 180,000 220,554 220,000

返還額（①－②） 238,219 335,296 189,776 440,001 0 100,000 40,000 − 554 0

収入合計額　①	 ： 交付額に預託利息等が発生した場合は、当該①に含めています。
返還額（①－②）	： 収入合計額①よりも支出合計額②が大きい場合は、返還額はありません。（差額は自己負担）
　※�各会派所属議員数は、年度内に会派異動による人数の増減が生じた会派についても、令和６年３月 31日現在での人数を記載しています。そのため、所属

人数が同数の会派でも会派異動の時期及び人数によって交付額は異なります。また、各会派の所属議員は、ホームページの市議会議員名簿に掲載しています。

令和 5年度（令和 5年 4月～令和 6年 3月）　政務活動費収支報告
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＜広報広聴委員会＞ ＜議会改革推進委員会＞
広報広聴委員会では、議会だより分科会と議会報告会分
科会に分かれ、議会だよりの作成と議会報告会の企画運
営等を行っています。
◎：委員長　　　〇：副委員長

◎大川　恒彦 〇山本　妙子 久郷　定彦 青木　勝治

　道下　直樹 　山元　聡子 玉木　弘子 竹尾　耕児

　山本　英夫

議会改革推進委員会では、本会議や委員会の在り方、進
め方などについて検討し、議会の質がより向上するよう
に努めています。
◎：委員長　　　〇：副委員長

◎青木　勝治 ◯中塚　理恵 間宮　泰樹 道下　直樹

　山元　聡子 沖　茂樹 玉木　弘子 竹尾　耕児

　岡田　彦士 　小川　広司 山本　英夫

　辻　　正隆 　大川　恒彦

市議会議員紹介　Vol. 5

クローズアップ
市民のみなさんに市議会議員をより身近に感じて

いただきたいとの思いから、議席番号順に全議員

をシリーズで紹介しています。

　昨年度改選があり、新たな体制となりました近江八幡市議会は早くも
１年が経過しました。新年度が始まり、最初の定例会を終えたところですが、初心を忘れ
ることなく、議会の情報を市民の皆さまにわかりやすく届ける紙面づくりに努めてまいり
ます。また、開かれた議会を目指すうえで、今後におきましても皆様のご意見をお聞かせ
ください。� （広報広聴委員長　大川　恒彦）

編 集 後 記
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沖
おき

 　  茂
しげ

 樹
き

森
もり

 原
はら

  陽
よう

 子
こ

大
おお

 川
かわ

  恒
つね

 彦
ひこ

Ｑ①近江八幡市のお気に入りスポットは？ 岡山園地の浜からのぞむ山 と々沖島の姿
Ｑ②自己（あなた）のキャッチフレーズは？ これまでも、これからも『ずっと近江八幡！』
Ｑ③議員になって何をしたいですか？ 子ども、高齢者、障がい者と彼らを支える人々が相互に助け合う自立したまちづくり
Ｑ④議員に必要なもの３つ 市民感覚　決断力　責任感
Ｑ⑤あなたの熱い思いを一言 単なる伝言係ではなく市民の声を施策に仕上げて提言できる議員を目指します。

Ｑ①近江八幡市のお気に入りスポットは？ 比良連山を望む北里の田んぼ、琵琶湖の水辺、市内をめぐるあかこんバス
Ｑ②自己（あなた）のキャッチフレーズは？ 市民の目線で　とことん質問
Ｑ③議員になって何をしたいですか？ 大きな福祉、公正・公平な市政の実現
Ｑ④議員に必要なもの３つ 筋を通すこと、共感力、調査力
Ｑ⑤あなたの熱い思いを一言 平和で一人ひとりが大切にされる社会になるように、がんばります！

Ｑ①近江八幡市のお気に入りスポットは？ 佐波江浜から見る琵琶湖と春は日野川堤防の桜並木
Ｑ②自己（あなた）のキャッチフレーズは？ 単純明快、元気で明るく、気さくな代弁者
Ｑ③議員になって何をしたいですか？ 活力に満ちた、心豊かなまちづくり！！
Ｑ④議員に必要なもの３つ 志・心・気
Ｑ⑤あなたの熱い思いを一言 初心を忘れず、過去に感謝。そして、未来に奉仕。

そのためには、現在を真面目に一生懸命、しっかりと努めることが使命である。



９月定例会のご案内　令和６年第３回（９月）市議会定例会は、次のような日程で予定しています。それ以外の日は、休会の予定です。

開会日 質問日 委員会 閉会日

８月28日（水） ９月６日（金）、９日（月）
     10日（火）

９月10日（火）、11日（水）、12日（木）、
      13日（金）、17日（火）、18日（水） ９月20日（金）

皆さまからの議会運営に関するご意見を、メールまたは文書にて、議会事務局までお寄せください。
〒523－8501　近江八幡市桜宮町236番地　Ｅメール：020200@city.omihachiman.lg.jp　ＦＡＸ  ：０７４８－３６－７１０１

　全員一致で承認・可決・同意・採択した議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会
　４月市議会臨時会
◇　予　　　算

議第59号 専決処分の承認を求めることについて
令和５年度近江八幡市一般会計補正予算（第12号） 予算

◇　人　　　事
議第62号 近江八幡市監査委員の選任につき同意を求めることについて 省略
議第63号 近江八幡市監査委員の選任につき同意を求めることについて 省略
　６月市議会定例会
◇　予　　　算
議第71号 令和６年度近江八幡市一般会計補正予算（第３号） 予算
◇　条　　　例
議第65号 近江八幡市税条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第66号 近江八幡市子ども発達支援センター条例の一部を改正する条例の制定について 教育
議第67号 近江八幡市立診療所条例及び近江八幡市０次予防センター条例の一部を改正する条例の制定について 教育
議第69号 近江八幡市岡山ふれあいセンター条例を廃止する条例の制定について 教育
◇　そ　の　他
議第70号 文化会館改修工事請負契約の締結につき議決を求めることについて 総務
◇　人　　　事
議第73号 小船木財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略
議第74号 森尻財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略
議第75号 南津田財産管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略
◇　議員提出議案
会第９号 学校給食費を無償化にするための恒久的な財政措置を求める意見書の提出について 省略
付託委員会欄の「予算」は予算常任委員会、「総務」は総務常任委員会、「教育」は教育厚生常任委員会です。

令和6年第1回（4月）近江八幡市議会臨時会・令和6年第2回（6月）近江八幡市議会定例会に提出された議案と議決結果
　賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名

付 

託 

委 

員 

会

会派 創政会 政翔会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
議
決
結
果

間
宮　

泰
樹

藤
村　

健
造

三
上　

英
夫

道
下　

直
樹

南　
　

祐
輔

大
川　

恒
彦

岡
田　

彦
士

小
西
は
げ
む

久
郷
定
彦

沖　
　

茂
樹

辻　
　

正
隆

小
川　

広
司

松
村　
　

務

青
木　

勝
治

中
塚　

理
恵

山
本　

妙
子

森
原　

陽
子

玉
木　

弘
子

竹
尾　

耕
児

山
本　

英
夫

山
元　

聡
子

　４月市議会臨時会
◇　条　　例
議第60号 専決処分の承認を求めることについて 総務 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇
◇　予　　算

議第61号 令和６年度近江八幡市一般会計補正予算
（第１号） 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

　６月市議会定例会
◇　予　　算

議第64号 令和６年度近江八幡市一般会計補正予算
（第２号） 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

◇　条　　例

議第68号 近江八幡市病院事業使用料及び手数料条例
の一部を改正する条例の制定について 総務 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

◇　人　　事

議第72号 近江八幡市教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて 省略 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

◇　議員提出議案

会第６号 高等教育の無償化を求める意見書の提出に
ついて 教育 否決 × × × × × × × × × × − × × × × × 〇 〇 × × ×

会第７号 大阪・関西万博に子どもたちを招待しない
ことを求める意見書の提出について 教育 否決 × × × × × × × × × × − × × × × × 〇 〇 × × ×

会第８号 国際人道法違反のイスラエルの攻撃を止
め、即時停戦を求める決議について 総務 否決 × × × × × × × × × × − 〇 × × × × 〇 〇 × × ×

①：育政会　②：公明党　③：日本共産党　④：チームはちまん　⑤：ひむれクラブ　⑥：凛成会
○…賛成　　　×…反対　　　　欠…欠席　　　　退…退席　　　除…除斥　　― …議長は採決に加わっていません。
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


